
令和４年度第１回福生市廃棄物減量等推進審議会記録（概要） 

 

■日 時 令和４年 10 月３日（月）午後２時 00 分から午後２時 45 分まで 

 

■場 所 福生市役所第一棟４階 庁議室 

 

■出席者 清水会長、千葉副会長、志茂委員、髙木委員、平瀬委員、鶴岡委員、 

     田村生活環境部長、奥富ごみ減量対策課長、 

山岡ごみ減量対策係長、和地リサイクルセンター係長、西村主事 

 

 

１ 開     会  田村生活環境部長 

 

２ 事務局職員紹介  自己紹介 

 

３ 会 長 挨 拶  清水会長 

 

４ 議     題  清水会長により議事進行 

 

（１）令和３年度ごみ処理実績の報告について 

事務局（ごみ減量対策係長報告）資料１－１、１－２について説明 

 塵芥収集、持込実績、再生利用状況、１人１日当たりのごみ量、年度別ごみ処

理量について説明。 

ごみ処理量は、新型コロナウイルス感染症拡大による外出自粛等の影響によ

り、排出量が増加していたが、令和３年度は通常の生活に戻ってきたことで、コ

ロナ禍以前と同様に減少に転じたのではないかと考えられる。 

また、再生利用状況の中で、廃プラ（硬質プラスチック、プラスチックボトル）

については、今まで汚れた硬質プラスチック製品などを選別過程で資源化対象

外として除外していたが、令和３年度から事業者との調整により、特に汚れのひ

どい製品を除き資源化に回すことが可能となったことで増となったことを報告 

 

（２）その他 

ア 雨の日の古着・古繊維の回収について 

 古着・古繊維は、少しでも濡れてしまったものは、カビ等が発生し、再利用で

きないため、雨の日には収集しないこととしていたが、リサイクル業者との調整

により、９月の収集から、透明または半透明の袋に入れて出すことができるよう

になったこと、広報、市ホームページ、情報メールで市民に周知したことを報告 

 



イ レジ袋に代わって指定収集袋の購入を促す取組について 

 指定収集袋の単品販売を行っている５店舗に、買い物の際にレジ袋を購入し

ようとする客に対し、レジ袋に代わって燃やせるごみ専用指定収集袋の購入を

促す取組への協力を依頼したことを報告 

 

ウ 食品ロス削減への取組について 

 食品ロス削減と生活困窮者等の支援を目的に、フードバンクふっさと協定を

締結したこと、これまで年２回の実施であったフードドライブを令和４年 10 月

から通年実施することを報告 

 

エ パソコン等の回収について 

 令和４年10月にリネットジャパンリサイクル㈱とパソコン等の回収に関する

協定を締結したこと、これにより、これまではパソコン等を廃棄する際には、市

民の方が直接メーカーに回収を依頼していたが、リネットジャパンリサイクル

㈱に申し込みをすることで、宅配便が自宅に無料で回収にきてくれるようにな

ったことを報告 

 

オ エコフレンドリー 

 環境にやさしい取組を行っている事業者・団体をふっさ環境フェスティバル

実行委員会が認証するエコフレンドリー制度が令和４年度から開始され、食品

ロス関連で認証された事業者は 10 店舗あることを報告 

 

カ 令和４年度ふっさ環境フェスティバルの実績 

 令和４年６月 19 日（日）福生市福祉センターでふっさ環境フェスティバルが

開催され、ごみ減量対策課では、ぬいぐるみ回収、フードドライブ、パネル展示

を実施したことを報告。 

ぬいぐるみ回収 89 個・14.8kg、フードドライブ 36 個・8.6kg 

 

 委員からの御意見、御質問など 

（委員）パソコン等はどう処分していいいかわからないという状況があった

ので、非常によい取組である。 

（事務局）これから市民の方に周知をして廃棄パソコン等の回収を促進して

いきたい。 

 

  （委員）レジ袋に代わって指定収集袋の購入を促す取組についてですが、指

定収集袋の値段はいくらか？ 

（事務局）１枚 30 円です。レジ袋だと１枚２～３円程度であり、高く感じ

るかもしれないが、指定収集袋はいずれにしても使用するものなので、



損はない。レジ袋はいずれはそれ自体がごみになってしまう。ごみを

減らす取組として始めた。 

（委員）普通のレジ袋と指定収集袋を選ぶことはできるのか？ 

（事務局）選ぶことができる。 

 

  （委員）このパソコン等の回収は福生市特有の取組か？ 

（事務局）福生市特有というわけではなく、リネットジャパンリサイクル㈱

は 26 市と協定を締結している。 

 

（委員）ごみ処理実績ですとごみは減少している。啓発によりごみに対する

意識を高めていると思うが、今のまま続けていけばごみは減ってい

くと考えているか？ 

（事務局）ごみの減少は人口の減少も影響していると思われるが、資料の１

人当たり年間ごみ・資源量を見ると、これも年々減少している。

市民のみなさんのごみに対する意識が高まっている証であり、引

き続きごみ減量に対する周知・啓発を行っていく。 

 

（委員）町会の資源回収について、ペットボトルのキャップとラベルが付い

たまま出されるものが多い。これを剥がすのは非常に手間であるた

め、ペットボトルの回収はやめたいという話が出ている。それでも

いいか？ 

（事務局）どの品目を回収するかは各町会等の判断でよい。 

（委員２）私の町会では、ペットボトルはキャップとラベルを剥がして、洗

って出すように周知しているので、ラベル等が付いたものは出て

こない。 

（事務局）市でも市民のみなさんにペットボトルの出し方の周知を図ってい

く。 

（委員）ペットボトルはキャップとラベルを剥がしたものしか持っていか 

ないと市で言えるのかわからないが・・・ 

 

（委員）パソコン等の回収はいい取組だと思う。消火器とか処理できるか聞

かれるので、このようなものも処理できる業者を紹介したりできた

らいい。 

（事務局）市で収集できないものを処理できる業者を募って、市民のみなさ

んに紹介できるようにすることを検討している。 

 

（委員）レジ袋に代わって指定収集袋の購入を促す取組は良いと思ったが、

食料品を買うときは 20ℓの袋では小さいので、45ℓが必要になる。45



ℓのごみ袋は大きすぎて普段使わないので、あまりこの取組は広が

ってはいかない気がする。破けたりすると心配もあるので、 

（事務局）人によってはそのようなこともあるかもしれないが、プラスチッ

クの削減に関する意識啓発という側面もあるということでご理解

いただきたい。 

 

閉   会 


